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　「子どもたちが銃を持ち、殺し合う。世界で起きているこの現実
を知ってほしい」。赤十字国際委員会（ICRC）駐日事務所が企画
したジャーナルコミック『14歳の兵士 ザザ』。原作者の大石さんは、
作品に込めた思いについてこう語気を強めます。
　作品は、アフリカのコンゴ民主共和国を舞台に、少年兵や性暴
力などの人道問題を描いたもの。大石さんは昨年秋、現地で人道
支援活動を行うICRCの協力の下、２週間にわたり同国を取材して
きました。「子どもの頃に親を殺された元少年兵の若者は、“殺さ
れる前に殺す”と教え込まれ、人間を信用することがまったくでき
なくなっていました。性暴力の被害女性の中には、レイプが夫に知

られた結果、離縁されてしまった人も大勢います」
　こうした現実を伝えるため、マンガの持つ表現力に報道の視点
を掛け合わせたのが今回の作品。「新しい可能性を持ったマンガの
新分野『ジャーナルコミック』を生み出しました」と言います。
　実は『14歳の兵士 ザザ』の物語の進行役は、大石さんの分身
である日本人。「登場人物という乗り物に乗って、ハラハラドキド
キできるのがマンガの世界。一人でも多くの人に、僕の分身に乗っ
てもらい、アフリカ大陸での人道支援に挑んで欲しいと思います」

『14歳の兵士 ザザ』原作者

大石 賢一さん

ゆ づる

白石 浩一さん

マンガのチカラで世界をもっと平和に！

PROFILE
石ノ森章太郎さんの大ヒット作『HOTEL』（1984～98年）でマンガ原作
者デビュー。その他の代表作にヒューマンドラマの『STATION』やレディ
スコミックの『朝倉くん、ちょっと！』など。近年はコミックプロデューサーと
してマンガとさまざまな分野のコラボレーションにも力を入れている。

事件現場で負傷者の救護活動にあたるフランス赤十字社のボランティアとスタッフ事件現場で負傷者の救護活動にあたるフランス赤十字社のボランティアとスタッフ
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コラム　被爆７０年守るべきいのちと尊厳

155
対談

昭和39年４月生まれ。神奈川県出身。海上保安学校を経て海上保安庁
に。巡視船では機関科職員として運航を担当。第三管区海上保安本部警
備救難部環境防災課長、海上保安庁警備救難部環境防災課専門官など
を経て、平成26年４月より現職。 
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親
子
で
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を

楽
し
ん
で
郷
土
と
赤
十
字
の
魅

力
を
体
験
し
よ
う
！

－
－

今
年

4
月
に
創
立
90
周
年
を
迎
え
た

福
井
赤
十
字
病
院
は
11
月
14

日
、赤
十
字
広
報
特
使
の
女
優
・

藤
原
紀
香
さ
ん
や
野
球
チ
ー
ム

福
井
県
民
球
団
福
井
ミ
ラ
ク

ル
エ
レ
フ
ァ
ン
ツ（
BC
リ
ー
グ
所

属
）の
選
手
ら
を
招
い
た「
結
ぶ

き
ず
な
健
康
ラ
リ
ー
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
中
期
に
つ
く
ら
れ

た
福
井
医
学
校
か
ら
出
発
し
た

福
井
赤
十
字
病
院
は
大
正
14
年

4
月
、日
本
赤
十
字
社
福
井
支

部
病
院
と
し
て
開
院
。以
来
、第

二
次
世
界
大
戦
や
福
井
大
地
震

（
昭
和
23
年
6
月
）な
ど
を
乗

り
越
え
、地
域
の
基
幹
病
院
と

し
て
救
急
医
療
や
地
域
保
健
な

ど
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
結
ぶ
き
ず
な
健
康
ラ
リ
ー
」

は
、同
院
の
こ
う
し
た
歴
史
や

赤
十
字
の
豆
知
識
、郷
土
の
歴

史
な
ど
の
ク
イ
ズ
を
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
ご
と
に
解
い
て
い
く
も
の

で
す
。参
加
し
た
小
学
生
親
子

1
2
4
人
は
、藤
原
さ
ん
の「
が

ん
ば
ろ
う
」の
掛
け
声
に
合
わ
せ

て
ス
タ
ー
ト
。約
4
キ
ロ
の
コ
ー

ス
を
歩
き
通
し
ま
し
た
。ま
た
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）講

習
も
行
わ
れ
、藤
原
さ
ん
が
子

ど
も
た
ち
の
前
で
心
肺
蘇
生
を

実
演
し
ま
し
た
。

　

講
習
の
後
、藤
原
さ
ん
は「
赤

十
字
の
考
え
方
は
難
し
い
こ
と

で
は
な
く
、皆
さ
ん
の
心
の
中
に

あ
る
も
の
。今
日
の
経
験
を
身

近
な
と
こ
ろ
で
行
動
に
移
し
ま

し
ょ
う
」と
子
ど
も
た
ち
を
激

励
。ミ
ラ
ク
ル
エ
レ
フ
ァ
ン
ツ
の

選
手
ら
と
と
も
に「
赤
十
字
キ
ッ

ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
バ
ッ
ジ
を
一

人
ひ
と
り
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
紀
香
さ

ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た『
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
使
え
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
』

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
た
い
」「
赤
十
字
マ
ー
ク
は
い
の

ち
を
守
っ
て
く
れ
る
マ
ー
ク
。そ

の
意
味
を
知
っ
て
、世
界
は
つ
な

が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
」な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

  

各
都
道
府
県
支
部
に
よ
る
赤

十
字
大
会
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
赤
十
字
事
業
の
推
進
に
貢
献

さ
れ
た
方
を
顕
彰
す
る
場
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。

　

11
月
に
は
和
歌
山
県
、奈
良

県
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

和
歌
山
県
支
部
は
、支
部
創

立
１
２
０
周
年
、和
歌
山
医
療

セ
ン
タ
ー
創
立
１
１
０
周
年
、

血
液
セ
ン
タ
ー
創
立
50
周
年
を

記
念
し
た
大
会
を
和
歌
山
市
内

で
５
日
に
開
催
。１
５
７
件
に

対
し
有
功
章
な
ど
が
贈
ら
れ
、

ご
臨
席
さ
れ
た
日
本
赤
十
字
社

名
誉
副
総
裁
の
寬
仁
親
王
妃
信

子
殿
下
か
ら
有
功
章
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

創
立
１
２
０
周
年
の
奈
良
県

支
部
は
、有
功
会
設
立
50
周
年

を
兼
ね
た
記
念
大
会
を
11
日
、

名
誉
副
総
裁
寬
仁
親
王
妃
信
子

殿
下
ご
臨
席
の
下
、奈
良
市
内

で
開
催
。金
・
銀
色
有
功
章
な
ど

が
５
３
１
個
人
・
１
６
４
団
体

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

18
日
に
北
九
州
市
で
開
催
さ

れ
た
福
岡
県
日
赤
紺
綬
会（
※
）

第
56
回
総
会
」に
は
５
７
０
人
が

参
加
し
、功
労
者
29
人
に
対
し
、

名
誉
副
総
裁
常
陸
宮
妃
殿
下
か

ら
有
功
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
九
州
八
県
支
部
赤
十
字
大

会
」は
今
年
度
、鹿
児
島
県
で

19
日
に
開
催
。鹿
児
島
市
内
の

会
場
に
は
常
陸
宮
妃
殿
下
ご

臨
席
の
下
、九
州
・
沖
縄
か
ら

１
７
０
０
人
が
集
い
ま
し
た
。

※ 

赤
十
字
運
動
を
支
え
る
目
的
の
下
、昭

和
34
年
に
福
岡
で
誕
生
し
た
組
織
。

　

紛
争
地
や
避
難
キ
ャ
ン
プ
な

ど
で
暮
ら
す
家
族
に
焦
点
を

あ
て
た
写
真
展「Fam

ilies in 

w
ar

〜
こ
こ
ろ
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

〜
」が
12
月
下
旬
、横
浜
市
内

で
開
催
さ
れ
ま
す
。写
真
展
は

神
奈
川
県
支
部
が
毎
年
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、今
年
は
キ

ヤ
ノ
ン
株
式
会
社
の
協
力
を
得

ま
し
た
。赤
十
字
国
際
委
員
会

（
I
C
R
C
）が
世
界
各
地
の

紛
争
地
な
ど
で
展
開
し
て
い
る

人
道
支
援
活
動
と
家
族
の
き
ず

な
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
11
月
20
日
、本
社
に

お
い
て
平
成
27
年
度
第
７
回
の
常

任
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

記

１ 

規
則
の
改
正
に
つ
い
て

　

 （
日
本
赤
十
字
社
職
員
給
与
要

綱
の
一
部
改
正
及
び
日
本
赤
十

字
社
院
長
等
給
与
規
程
の
制
定

等
に
か
か
る
規
則
の
改
正
）

２ 

予
算
の
補
正
に
つ
い
て

　

 （
石
巻
赤
十
字
病
院
の
医
療
機

器
更
新
に
か
か
る
医
療
施
設
特

別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
補

正
）

３ 

資
金
の
借
入
に
つ
い
て

　

 （
石
巻
赤
十
字
病
院
の
医
療
機

器
更
新
に
か
か
る
資
金
の
借
入
）

４  

理
事
会
に
付
議
す
る
事
項
に
つ

い
て

　

 （
徳
島
赤
十
字
病
院
の
増
築
工

事
に
か
か
る
資
金
の
借
入
）

　

審
議
の
結
果
、規
則
の
改
正
、予

算
の
補
正
及
び
資
金
の
借
入
に
つ

い
て
は
原
案
の
と
お
り
議
決
さ
れ
、

理
事
会
に
付
議
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
、原
案
の
と
お
り
同
日
開
催
の
理

事
会
に
付
議
す
る
こ
と
が
了
承
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、社
員
制
度
の
改
正
方
針
、

本
社
組
織
等
の
見
直
し
及
び
予
算

の
補
正
に
か
か
る
９
月
分
の
社
長

専
決
事
項
の
決
定
状
況
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
ま
し
た
。

常
任
理
事
会
開
催
報
告

　

平
成
27
年
11
月
20
日
、本
社
に

お
い
て
平
成
27
年
度
第
２
回
の
理

事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

記

１ 
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

　

 （
徳
島
赤
十
字
病
院
の
増
築
工

事
に
か
か
る
資
金
の
借
入
）

　

審
議
の
結
果
、資
金
の
借
入
に
つ

い
て
は
原
案
の
と
お
り
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、社
員
制
度
の
改
正
方
針
、

本
社
組
織
等
の
見
直
し
、平
成
27
年

度
上
半
期
事
業
報
告
、台
風
18
号
大

雨
災
害
に
か
か
る
日
本
赤
十
字
社

の
対
応
、平
成
27
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外

た
す
け
あ
い
及
び
社
長
委
任
事
項

の
決
定
状
況
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ

報
告
し
ま
し
た
。

理
事
会
開
催
報
告

歩
い
て
知
ろ
う
！

地
域
と
赤
十
字
の
魅
力

広
報
特
使
　
紀
香
さ
ん
も
応
援

和
歌
山
、奈
良
が
１
２
０
周
年
記
念

名
誉
副
総
裁
か
ら
有
功
章
授
与

世
界
の
紛
争
下
で
、

　
　
　
い
ま
家
族
は
―

▲咳やくしゃみが出るときは、周囲
にウィルスを拡散させないエチ
ケットとして、マスク着用を忘れ
ずに！

富山赤十字病院
〒930-0859　富山県
富山市牛島本町2-1-58
TEL:076-433-2222（代表）

高松赤十字病院
〒760-0017
香川県高松市番町4丁目１-３
TEL ０８７-８３１-７１０１（代）

知ってて良かった！

⑲インフルエンザ 早めの予防接種、受診で重症化を防ぎましょう 富山赤十字病院  感染管理認定看護師・看護師長　亀山礼子さん

(※)新井医師の本は7頁のプレゼント欄でご紹介しています。

ご えん

えん げ
えん げ

としひろ

たかし

　インフルエンザの予防接種は済みましたか？　インフ
ルエンザの流行は、1月から2月ごろがピーク。いったん
流行が始まると、短期間に多くの人に感染が広がります。
ワクチンが効果を発揮するまでに接種後２週間はかかる
ので、12月中旬には接種を終えておきましょう。
　「インフルエンザワクチンは本当に効くの？」という疑
問を耳にすることがあります。確かにインフルエンザウ
イルスは、毎年少しずつ変化（変異）するため、変異
が起きるとワクチンの効果が低下します。でも、ワクチ
ンには重症化を防ぐ効果があるので、高齢者や基礎疾
患のある方など重症化による合併症が懸念される方に
は、ワクチン接種をお勧めしています。

　予防接種以外では、体の抵抗力を高めるための十分
な休養と栄養。そして感染予防の基本である手洗いと
うがいを外出先から帰ったら、まず行ってください。ま
た冬季は空気が乾燥し、喉や鼻の粘膜の防御機能が低
下します。加湿器などを使用して、適切な湿度（50-60％）
を心掛けるとよいでしょう。
　インフルエンザは、高熱や頭痛、喉の痛み、筋肉痛
などの症状が突然現れることが特徴です。症状が出て
から２日（48時間）以降に薬の服用を開始しても十分
な効果が期待できないので、これらの症状を自覚した
ら早めに医療機関を受診してください。抗インフルエン
ザウィルス薬には、飲み薬「タミフル」のほかに吸引薬

などもあります。いずれも優れた効果がありますが、「症
状が軽くなったから」といって途中で薬を止めないでく
ださい。インフルエンザウイルスは感染後３～７日間は
体内に残っているからです。同じ理由で、熱が下がって
も２日間は外出を控え、可能な限り仕事も休むようにし
ましょう。
　注意していただきたいこととして抗インフルエンザ薬
を飲んだ子どもの異常行動があります。突然走り出し窓
から転落する事故なども過去には起きています。子ども
がインフルエンザにかかった際には、少なくとも発症か
ら２日間、保護者は子どもを一人にせず、目を離さない
ように配慮してください。

ひ しん

みなとみらいギャラリーA・B・C
（横浜市西区みなとみらい2－3－5 
クイーンズスクエア横浜クイーンモール2階）

会　場

12月22日（火）～27日（日）
11：00～19：00（初日は13：00開場）

日　時

入場無料料　金
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ⓒ Jon Higgins/ICRC
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画面を見つめて、慎重に操作



映画「海難1890」

ヤマダ電機全店舗で、
募金受付中！

赤十字シンポジウム2015
～中東人道危機と子ども・女性たち～

　明治23年に日本近海で発生したトルコ軍艦の
エルトゥールル号遭難事故。多くの乗員を救った
日本人による救護活動はその後の日本とトルコの
友好関係の礎になりました。この史実を題材にし
た映画「海難1890」（田中光敏監督・12月5日
全国公開）の主演とヒロインのおふたりからも「海
外たすけあい」への応援が届いています。

　家電量販店最大手のヤマダ電機は、全国
の約700店舗に「海外たすけあい」の募金箱
を通年で設置し毎年12月に寄付しています。
きっかけは、2004年12月の「スマトラ島沖地震・
津波災害」。その被災者支援に向けた店頭募
金を通じて、日赤との信頼関係が築かれ、
2006年5月から同社の社会貢献活動の一つと
して取り組むようになりました。同社からは「買
い物の度に募金協力をされるお客様も数多く
いらっしゃいます。生
活圏のすぐそばに店
舗があるという全国
ネットワークを生かし、
店舗ごとの小さな支
援をグループ全体の
大きな支援につなげ
ていきたい」と活動
の手応えと抱負が寄
せられています。

  泥沼化するシリア内戦では、約400万人といわれる国
外への難民が国際的に注目されていますが、国内にも
約650万人が避難民として毎日危険と隣り合わせの生
活を強いられています。日本赤十字社とNHKが11月7日
に都内で開催した今年の「赤十字シンポジウム2015」
は、中東人道危機の問題がテーマ。紛争が続く中での
人道支援のあり方について議論を深めました。
　シリアで支援を必要とする人は国内避難民を中心に
1350万人。しかし450万人に十分な支援が届けられず、
40万人近くは戦闘で包囲された街に取り残されていま
す。国連人道問題調整事務所（OCHA）神戸事務所長
の渡部正樹さんは「彼らの支援に必要な29億ドル（3500
億円）のうち37%の資金しか集まっていない」と報告。ま
た、「支援を届けるのに不可欠な紛争当事者との交渉が

なかなか進まない」と課題を指摘しました。
　こうした現状の下、シリア各地ではインフレや医薬品不
足、停電、断水、貧困の拡大、学校に通えない子どもたち
など、あらゆる面で市民生活に深刻な影響が及んでいま
す。また、医療施設・従事者への爆撃や人道支援活動へ
の攻撃など国際人道法違反（戦争犯罪）が後を絶たない
こともシンポジウムでは報告されました。

出演者のおふたりからも熱いメッセージ

医師・田村元貞役　俳優 内野聖陽さん

田村の助手・ハル役　俳優　忽那汐里さん

赤十字シンポウムは「海外たすけあい」の関連イベントとして毎年開催。今回
のシンポジウムは11月28日にＮＨＫ（Ｅテレ）で放送されました

河合直子さん

斎藤典子さん
（大学２年生）

斎藤亮子さん
（大学１年生）

ヤマダ電機　山田昇社長

あき こ

海外たすけあい海外たすけあい（12月1日～）（（（（1112月1日～）～）（12月1日～）

シンポジウム参加者などから届いた

高橋和夫さん
（放送大学教授）

江原宏晃さん 栗原大貴さん栗嶋大輔さん 戸田健太郎さん

玉本英子さん
（アジアプレス・ジャーナリスト）

大学4年生
グループ

姉　妹

　たとえ異国の人間であろうと、おしみない慈
悲の心で必死になってその命を助けようとした
ぼくたちの祖先。その行動の源には、家族のい
る祖国に、愛する者のいる場所へ元気に返し
てあげたい。ただ、その一念が強く存在したのだ
と思います。赤十字の理念と、海外たすけあい
の活動に我 「々海難1890」のスタッフ、キャスト
一同敬意を表しております。

　映画「海難1890」での撮影を通し
て、人々の真心が一つに向かって突き
進んでいくことの偉大さを改めて感じま
した。
　みなさまの暖かい思いやりが集まっ
てそれがたくさんの方に届いていけば、
素敵な絆がたくさん生まれると信じてい
ます。ご協力よろしくお願いします。

©2015 Ertugrul Film Partners
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“　のご案内 "

・別紙の募金案内の図

詳しい情報はこちらをご覧ください。
「NHK 海外たすけあい」特設サイト：http://www.jrc-kaigai.jp/

https://www.facebook.
com/jrc.tasukeai

https://twitter.com/
jrc_tasukeai

オークションサイトはこちら（QRコード）
url

。。。。。以下入れば。。。。。。

・全国支部にて様々なイベント、募金活動を行っています。

山梨県　12 月 5日　JR 甲府駅　小学生、高校生による音楽ステージ地元ラジオでOA　

島根県　12 月 13 日　いきいきプラザ島根　

リサイクルバザー　輪投げやクリスマスカード作りが出来るキッズコーナー

鹿児島県　12 月 23 日　天文館　合唱ミニコンサート、街頭募金

ユース吹き出し　

・

QRコード

●ハートキャンペーン

●「NHKサイエンス スタジアム2015」 入場無料

https://instagram.com/
kaigai_tasukeai/

※特設サイトをご覧ください

インスタグラムに「#ハートキャンペーン」をつけてハートマーク♥
の写真を投稿！みなさんの行動で支援の輪を広げましょう。

～たすけあいのハートで世界を
　つなごうあなたの手で～

日時：12月5（土）、6日（日）午前9時（6日は10時）～午後5時
場所：日本科学未来館  東京都江東区青海2-3-6
NHKの科学番組が一堂に会した体験型科学フェスティバル。「NHK海外た
すけあい」のブースを展開。

●「あなたのやさしさを2015」
　日本科学未来館より　生放送

日時：12月5日（土）午前9時30分～9時54分[総合]
「NHK海外たすけあい」で集まった募金がどのように
世界各地で役立てられているかなどをお伝えします。

●「Yahooチャリティーオークション」
日時：12月1日
日本赤十字社のクロスナウメンバー:藤原紀
香さん、EXILE ATSUSHIさん他が私物を出
品！　ぜひ、オークションにご参加ください。

もっと知ろう !参加しよう！

本社「未来のトモダチへ」クリスマスリース・ワークショップ

日本赤十字社のイベント

フラワーアーティストの塚田有一氏を講師に迎え、フレッシュなモミなどを使ったクリ
スマスリース作りを行います。完成したリースは、後日、日赤が運営する児童養護施
設「赤十字子供の家」に届けられます。

小学生、高校生による音楽ステージ 地元ラジオでＯＡ

日時：12月12日（土）14時～　場所：本社（東京都港区芝大門1-1-3）
参加費：3500円（参加者にはご自宅用のリースキットをプレゼント）
お申込み：メール kaigaitasukeai@jrc.or.jp　（先着30人）

※その他全国各地で活動を展開中です。詳しくは特設サイトをご覧ください。

あなたの支援でこんなことが実現します。

避難生活での
安らぎのために
マット2枚　

500円

1000円

インターネット

日赤　海外たすけあい 検 索

各銀行・信用金庫・信用組合・JA・JF、他
「海外たすけあい」取扱い表示のある金融
機関

下記QRコードからアクセスの
上、ご協力いただけます。

※窓口で手続きを行った場合、振込手数料はかかりません。
（ATMをご利用された場合、振込手数料がかかることがあります）

※各種クレジットカー
ドも取扱い可能
※コンビニからお振
込みできるオンラ
イン決済も取扱い
可能

「口座番号」00120ー5ー220
「口座名義」日本赤十字社

郵便局

下記QRコードから「かざして募金」アプリをダウン
ロードして、日本赤十字社のロゴマークをかざす
と、募金ができます。

携帯電話
（スマートフォン）

を利用
ファミリーマートにある情報端
末「Famiポート」

コンビニ

募金方法はこちら

各金融機関

●全国の赤十字施設
●NHK各放送局

募金受付窓口

寒さから身を
守るために
毛布1枚

リサイクルバザー　輪投げやクリスマスカード作りができる
キッズコーナーなど

島根県
日時：12月13日（日）　場所：いきいきプラザ島根

山梨県 日時：12月5日（土）　場所：ＪＲ甲府駅

鹿児島県 日時：12月23日（水・祝）　場所：天文館

NHK鹿児島児童合唱団のミニコンサート

オークション

イベント

TV
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け
て
い
ま

す
。
そ
の
際
、
支
援
対
象
地
を
実

行
支
配
す
る
当
事
者
と
連
絡
を

十
分
に
取
り
、
事
前
に
活
動
へ
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
不
可
欠
。「
シ

リ
ア
赤
は
ど
ち
ら
に
も
く
み
し
な
い

中
立
組
織
」
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
で

も
、
半
年
か
け
て
説
得
し
て
も
現

場
で
は
そ
の
こ
と
が
理
解
さ
れ
ず
、

「
特
定
の
人
た
ち
を
支
援
し
て
い

る
の
で
は
？
」
と
疑
わ
れ
る
危
険

が
常
に
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

私
た
ち
は
繰
り
返
し
「
赤
新
月
は

中
立
」「
困
っ
て
い
る
す
べ
て
の
人

を
助
け
ま
す
」
と
説
明
し
続
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

磯
部　

そ
う
し
た
状
況
下
で
の
活

動
で
、
喜
び
や
幸
せ
を
感
じ
る
瞬

間
は
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
？

ラ
ワ
ン　

ど
ん
な
活
動
で
も
、
苦

し
ん
で
い
る
人
び
と
に
助
け
の
手

を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き
た
と
き

に
は
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

ラ
ガ
ド　

住
民
の
方
か
ら
「
あ
り

が
と
う
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
て

も
ら
っ
た
時
で
す
。
ま
た
、
志
が

同
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
と
は
、
活

動
を
通
じ
、
家
族
の
よ
う
に
深
い

絆
が
で
き
た
こ
と
も
喜
び
の
一
つ
で

す
。

困
窮
す
る
市
民
生
活

磯
部　

戦
禍
の
中
で
人
び
と
は
ど

の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

ラ
ガ
ド　

私
た
ち
の
暮
ら
す
ダ
マ
ス

カ
ス
は
、
他
の
地
域
に
比
べ
る
と
落

ち
着
い
て
は
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

停
電
は
日
常
茶
飯
事
。
ま
た
、
国

内
避
難
民
の
大
多
数
が
ダ
マ
ス
カ
ス

に
集
中
し
て
い
る
の
で
、
家
賃
が
高

騰
し
て
い
ま
す
。
食
品
は
紛
争
前

の
約
7
倍
と
、
物
価
も
高
く
な
り

ま
し
た
。
人
口
増
加
に
伴
い
車
も

増
え
て
交
通
渋
滞
も
激
し
く
な
り

ま
し
た
。
検
問
所
も
多
く
、
移
動

に
は
時
間
が
か
か
っ
て
大
変
で
す
。

ラ
ワ
ン　

ダ
マ
ス
カ
ス
市
内
の
約
45

カ
所
の
学
校
は
避
難
所
と
な
っ
て
い

て
、
そ
う
し
た
学
校
で
は
授
業
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
学
校
を

狙
っ
た
砲
撃
も
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、

紛
争
で
親
を
亡
く
し
た
子
ど
も
も

大
勢
い
て
、
道
端
で
暮
ら
し
て
い
る

子
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ラ
ガ
ド　

医
療
や
保
健
・
衛
生
も

大
変
な
状
況
で
す
。
断
水
し
て
い

る
地
域
が
多
い
の
で
、
衛
生
環
境

の
悪
化
で
髪
に
湧
い
た
シ
ラ
ミ
に
苦

し
む
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

多
く
の
医
師
・
看
護
師
が
国
外
に

避
難
し
て
し
ま
っ
た
結
果
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
が
不
足
。
薬
品
も
入
手
が

困
難
で
す
。

い
ま
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と

田
中　

と
て
も
深
刻
な
事
態
だ
と

改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
い
ま
私

た
ち
が
シ
リ
ア
の
人
た
ち
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

ラ
ワ
ン
・
ラ
ガ
ト　

私
た
ち
も
同

じ
世
界
に
生
き
て
い
る
人
間
だ
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

そ
し
て
今
シ
リ
ア
で
何
が
起
き
て

い
る
の
か
、
私
た
ち
が
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
に
関
心
を
持
っ

て
、
継
続
的
な
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
人
び
と
が
た
く
さ
ん
い
る
事

実
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

田
中　

お
二
人
と
の
出
会
い
を
私

は
忘
れ
な
い
し
、
大
切
に
し
た
い
。

私
た
ち
が
出
会
え
た
の
は
赤
十
字
・

赤
新
月
運
動
に
関
わ
っ
て
い
た
か
ら

こ
そ
。
同
じ
仲
間
と
し
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
は

ど
う
で
す
か
？

渡
辺　

危
険
を
省
み
ず
に
立
ち
向

か
っ
て
い
く
二
人
の
勇
気
に
感
激
し

ま
し
た
。
自
分
自
身
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
改
め
て
考

え
て
い
き
た
い
で
す
。

木
村　

同
じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り

な
が
ら
、
活
動
内
容
も
使
命
感
も

レ
ベ
ル
が
違
い
、
自
分
は
ま
だ
ま
だ

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

磯
部　

今
日
お
聞
き
し
た
シ
リ
ア

の
話
を
周
囲
に
広
げ
て
い
き
た
い

し
、
ま
た
募
金
活
動
を
続
け
て
い

く
こ
と
な
ど
自
分
が
で
き
る
こ
と

を
頑
張
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

ラ
ワ
ン
・
ラ
ガ
ト　

皆
さ
ん
が
シ
リ

ア
に
関
心
を
持
ち
、
何
が
で
き
る

の
か
を
考
え
て
く
れ
る
こ
と
が
本

当
に
嬉
し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
い
た
い

―
そ
の
思
い
を
世
界
に
届
け
ま
す

海
外
た
す
け
あ
い

　

破
壊
し
尽
く
さ
れ
た
街
の
中
で
逃
げ
る
こ
と
も
で
き
ず
息
を
潜
め
暮
ら
す
人
び
と
、

突
然
の
空
爆
や
砲
撃
で
す
べ
て
を
失
い
祖
国
を
後
に
す
る
難
民

－－

世
界
で
苦
し
む
そ

う
し
た
人
た
ち
に
支
援
を
行
う
た
め
、
日
本
赤
十
字
社
と
N
H
K
が
共
同
で
取
り
組

む
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
海
外
た
す
け
あ
い
」。
今
年
も
12
月
１
日
か
ら
25
日
ま
で
全
国

で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
展
開
と
と
も
に
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
ア
ジ
ア
、
中
東
や
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
①
紛
争
で
苦
し
む
人　

②
災
害
で
苦
し
む
人　

③
病
気
か
ら
身
を
守
る
た
め

－
－

の
支
援
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
寄
付
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ボランティア対
談

シリア赤×海外たすけあいユース

「シリアに関心を
 持ち続けてください」

爆撃直後の炎のそばで救急活動中のラワンさん（左奥）

最前線でも、安全な場所へと人びとを誘導（東アレッポ）

（左から）磯部さん、田中さん、ラガドさん、ラワンさん、木村さん、渡辺さん

　

約
5
年
に
わ
た
る
内
戦
で
約
25
万
人
が
亡
く
な
り
、
人
口
の
半
数
近
い
約
１
３
５
０
万
人
が
人
道
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
シ
リ
ア
。「
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
最
大
の
人
道
危
機
」
と
い
わ
れ
る
こ
の
状
況
下
の
シ
リ
ア

国
内
で
人
道
支
援
の
最
前
線
に
立
つ
の
が
シ
リ
ア
赤
新
月
社
（
以
下
シ
リ
ア
赤
）
で
す
。
こ
の
ほ
ど
シ
リ
ア
赤

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
救
急
隊
員
と
し
て
活
動
す
る
ラ
ワ
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ハ
イ
さ
ん
（
29
）
と
ラ
ガ
ド
・
ア
ド
リ
さ
ん

（
26
）
の
２
人
が
来
日
。「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
行
う
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
４
人

が
シ
リ
ア
赤
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

日  赤
×

ＮＨＫ

「海外たすけあいユースボランティア」。メンバーは首都圏の
大学生ら11人。インタビューには、代表して磯部舜さん（東
京理科大学1年）、田中友美乃さん（津田塾大４年）、渡辺
真帆さん（明治学院大学2年）、木村有紀子さん（上智大学
4年）の４人が参加しました。

12月1～25日

東日本大震災時、気仙沼でボランティア活動を行ったラガドさん。人
に手を差し伸べることの大切さを学びました

活動中、赤新月旗を掲げて攻撃から身を守る

ⓒ Abdalkader Al-Fayad/SARC

ⓒ SARC

ⓒ SARC
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　全国障がい者スポーツ大会「紀
の国わかやま大会」（10月24〜
26日）で和歌山赤十字看護専門
学校の１、２年生98人が選手団
サポートのボランティアを行いま
した。
　同大会は障がい者スポーツの
全国的な祭典で今年で15回目。
全国から約3500人の選手が集いました。看護学生はそれぞれの担当県の横断幕・
旗・メガホンを作成。選手たちの練習の手伝いや応援、出迎えや見送りなど、さま
ざまなサポ−トに早朝から夜遅くまで奮闘しました。事前準備として、授業の合間に
県の大会担当者らとの講習にも参加するなど、活動は大会前の22日から終了後の
27日までの６日間にわたりました。

さまざまな障がいを持った選手との交流は、学生に
とっても貴重な経験に

障がい者スポーツ大会で看護学生がボランティア

和歌山県

　徳島県最大のアニメイベント
「マチ★アソビ vol.15」が10
月10日から３日間、徳島駅周辺
で開催され、全国から８万人の
ファンが集結。血液センターは
献血バスを配車し、連日100人
を超える方から献血協力をいた
だきました。
　有名声優によるライブやトーク
ショー、サイン会などが実施される同イベントでの移動採血も今回で７回目。恒例
イベントの一つに成長しています。アニメキャラクターに扮したコスプレイヤーの
一人は「アニメの中では弱い人を助けているからね。現実でも同じことをしたまで
さ」と左腕を差し出してくれました。

若年層の献血者確保が課題になっていますが、マチ
★アソビでは献血者の約８割が若年層！

アニメ×献血　「人助けは当然さ！」とコスプレイヤー

徳島県

　愛知県支部は９月の３日間、豊
橋市で災害時通訳ボランティアに
登録している外国人を対象に、母
国語で赤十字救急法を教えること
ができる人材養成のための救急
法救急員養成講習を行いました。
外国人を対象にした養成は、全
国初の取り組みです。
　受講生はブラジル、ルーマニ
ア、バングラデシュなどの13人。講習が終わってからも自主勉強する姿があり、
約半数の方が合格しました。不合格になった方がたも「再チャレンジする！」と意
気込んでいます。今後は彼ら自身が指導員の資格取得を目指し、日本語のわから
ない外国人住民に対して救急法を普及していきます。

同支部では、多文化共生社会の実現に向け、外国人
住民に対する救急法の講習や防災学習などに力を入
れています

全国初！　救急法の外国人ボランティア養成

愛知県

　熊本赤十字病院で10月30日、
入院中の子どもたちや職員が参
加したハロウィーン仮装パレード
が行われました。
　子ども病棟の医療保育士が企
画した今回のパレードは、外で季
節を感じることが困難な子どもた
ちに、行事を通じて体で季節を
感じてもらおうというもの。また、

“嫌な治療をする人”という病院職員に対するイメージを払拭し、子どもたちと病
院職員が交流を図ることも目的です。小児科の医師や看護師、子どもたちの家族
など総勢30人が思い思いの仮装で院内をパレード。各所で職員がお菓子の代わり
にシールをプレゼントするなど、笑顔の溢れる和やかなひとときとなりました。

Trick or Treat！　職員の仮装も気合が入っています！

入院中の子どもたちが院内を「ハロウィーン仮装パレード」

熊本県

　葛飾赤十字産院で10月17日、
妊娠32週 未 満、 体重1500グラ
ム以下で産まれた赤ちゃんと家族
のための同窓会「Smileの会」が
開催されました。同会は平成15年
にスタート。13回目の今年は28
組の家族と学生ボランティア・ス
タッフの約100人が参加しました。
　当日は月齢・年齢が近い子どものグループごとに分かれ、フリートークや心理士
との育児相談を行いました。学生ボランティアによる託児スペースも用意。参加者
からは「楽しい時間を過ごせた」「生まれた時のことを思い出して少しうるっとした」
という声が聞かれました。学生ボランティアからは「新生児集中治療室を卒業した
子が、退院後どのような生活を送っているかがわかった」などの感想が出ました。

参加したご家族と看護スタッフ。１年に１回、成長す
る様子を見てスタッフは元気をもらっています

生まれた時は小さくても愛情は大きく 「Smileの会」

東京都

　全国的に増加傾向にある認知
症高齢者の行方不明を未然に防
ぐための訓練が11月３日、 嘉
麻市で行われ、同市唯一の公的
病院である嘉麻赤十字病院の職
員が「認知症役」として参加し
ました。
　医療・警察・民生委員などの
各関係機関が連携した今回の訓練は、認知症高齢者を地域全体で優しく見守り、
気軽に声をかけていける街づくりをめざしたもの。認知症役のスタッフは「わたし
は認知症です」「声をかけてください」という案内カードを提げながら約３キロの
コースを２時間“徘徊”。小学生から高齢者まで幅広い年齢層の市民の方がたが次々
に「どうされましたか？」「どちらに行かれますか？」と声かけの練習に参加しました。

道に迷っている認知症高齢者の方は、やさしく声をか
けられることを待っています

病院スタッフが地域の「認知症声かけ訓練」に参加

福岡県

近畿ブロック赤十字病院の研修会で
金本氏が講演

　京都第二赤十字病院で行われた近畿ブロック赤十
字病院の中堅職員研修会（10月14〜16日）で、
元プロ野球選手の金本知憲さん（現阪神タイガース
監督）が講演しました。
　金本氏は、新人の教育指導や中堅職員としての心
得について、「何事にも諦めない心を持ち、継続す
ることが大切だ」と、野球を通じて学んだことを交
えながら熱く語りました。

京都府

関西では金本さんの人気は高く、参加者の好
評を博しました 　つくば市立春日学園春日小学校４年生20人が10

月15日、「ふれあおう！人と人」を学習テーマにつ
くば献血ルームに来所。献血の説明、採血室の見学、
献血者へのインタビューを行いました。
　献血ルームに来るのが初めてだった子どもたちは、
緊張の様子でしたが徐々に質問も出はじめ、「機械
がたくさんあって驚いた」という率直な感想も。最
後には多くの児童から ｢大きくなったら献血に行きま
す｣ との頼もしい言葉が聞かれました。

「みんなで勉強したよ！　献血の大切さ」

茨城県

地域を支える人の役割と自分たちの関わりを
調べるのが今回の学習の狙いです

　大阪府内の特殊奉仕団、青年奉仕団、防災ボラ
ンティアなど15のボランティアグループが集い、活
動をPRする「赤十字ボランティア・フェスティバル」
が10月４日、大阪市中央区で開催されました。各
奉仕団は、歯科検診、ロープワーク、ハンドケアな
どのブースを出展し、ステージでは芸能奉仕団によ
る演芸も。来場者からは「こんなに多くの活動があ
るとは！」「この奉仕団の活動に参加したい！」な
どの声が聞かれました。

ボランティア・フェスティバルに15団体

大阪府

今年のフェスタは「災害支援」がテーマ。東日本
大震災義援金などの募金活動も実施されました
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　2016年版　赤十字カレンダー
と手帳（各１つ）をセットにして5名
様にプレゼントいたします。以下の
項目を明記のうえ、郵送・FAX・
メールでご応募ください。

郵　送／〒105-8521  東京都港区芝大門1-1-3
　　　　日本赤十字社 企画広報室  赤十字NEWS12月号プレゼント係
F A X／ 03-3432-5507
メール／ koho@jrc.or.jp（件名「赤十字NEWS12月号プレゼント係」）

応 募 先●

応募締切● 12月28日（月）必着
※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

＆プレゼント

anndo 

&

Voice 本紙に寄せられた読者の声をご紹介！

○○○○○○○○○○○
－－三谷良子さん（○○○○○○○）

世界で今も続いている悲しい出来事には、まだまだ支援の手が必要なのですね。
活動資金の不足、緊急支援の数字を見ると考えさせられることがたくさんあります。
「平和」、、、いつ来るのでしょうか？

Voice＆プレゼント

①お名前（匿名をご希望の方は、その旨もご記入ください）
②郵便番号・ご住所　③電話番号　④年齢
⑤赤十字NEWS12月号を手にされた場所（例／献血ルーム）
⑥12月号で良かった記事、興味深かった記事はどれですか？（いくつでも）
　ⓐ 今月の出会い　ⓑ 福井赤十字病院90周年　ⓒ 赤十字地方大会
　ⓓ 写真展「Families in war」　ⓔ 常任理事会・理事会開催報告　
　ⓕ 健康豆知識　ⓖ  「海外たすけあい」へ応援メッセージ
　ⓗ 特集　シリア赤×ＮＨＫ海外たすけあいユースボランティア
　ⓘ エリアニュース　ⓙ JKAからの補助金　ⓚ 赤数字　ⓛ プレゼント
　ⓜ ワールドニュース 
⑦赤十字ＮＥＷＳのご感想、扱ってほしいテーマ、その他Voice（読者の声）
　への投稿もお待ちしています。

書籍紹介のコーナーでご紹介の「世界と日本の赤十字」を1名様にプレゼントしま
す。以下の項目を明記のうえ、郵送・FAX・メールにてご応募ください。

郵　送／〒105-8521  東京都港区芝大門1-1-3
　　　　日本赤十字社 企画広報室  赤十字NEWS7月号プレゼント係
F A X／ 03-3432-5507
メール／ koho@jrc.or.jp（件名「赤十字NEWS7月号プレゼント係」）

応 募 先●

応募締切● 7月28日（月）必着
※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

プレゼント

①お名前（匿名をご希望の方は、その旨もご記入ください）
②郵便番号・ご住所　③電話番号　④年齢
⑤赤十字NEWS7月号を手にされた場所（例／献血ルーム）
⑥本号で良かった記事、興味深かった記事はどれですか？（いくつでも）
　ⓐ 今月の出会い　ⓑ 明学ボランティアフォーラム　ⓒ 赤十字キッズタウン
　ⓓ 健康豆知識　ⓔ Ｈ２５年度決算概要報告　ⓕ 安全に夏山を楽しもう
　ⓖLOVE in Action　ⓗ すずらん寄贈　ⓘ エリアニュース
　ⓙ ワールドニュース
⑦赤十字ＮＥＷＳへのご意見、ご感想、扱ってほしいテーマなど

http://www.
jrc-undougekkan.jp
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答え
「NHK海外たすけあい」で
日赤が支援した国の数

（最終回）

樽の胡麻

 155カ国
せき

すう
じ

　日本赤十字社とNHKが毎年12月に共同で取り組む「NHK海外たすけあい」
キャンペーンに過去32年間で寄せられた募金は合計231億1600万円余り。こ
の募金を活用したさまざまな支援活動を日赤は世界155カ国で実施してきまし
た。近年では、中東やアフリカの紛争犠牲者支援、アジアを中心にした各国の防
災・災害対策、アジア・アフリカ地域の保健・衛生事業などに活用されていますが、
過去には旧東ドイツやポーランドなど旧東欧諸国に支援を届けたこともあります。
　初めてこのキャンペーンが行われたのは、昭和58（1983）年。国際赤十字
創設120周年とテレビ放送開始30周年を記念し、単年度の企画として実施され
ました。１０億４千万円という多額の寄付金が集まり、反響をいただいたことから
その後は、毎年１２月に「NHK歳末たすけあい」と共に行われることになりました。
各地の赤十字奉仕団や青少年赤十字（JRC）のメンバーが工夫を凝らして取り組
む街頭募金活動は年末の風物詩の一つになっています。

競輪補助事業で諏訪赤十字病院に
医療機器を整備
　日本赤十字社はこのほど、公益財団
法人JKAから寄せられた競輪公益資金
による800万円余りの補助金を活用し、
人工股関節の手術に使う医療機器（ＣＴ
ベースドヒップナビゲーションシステム）
を諏訪赤十字病院に整備しました。
　JKAは、地方自治体が主催する競
輪とオートレースの振興法人。日赤は、
これまでにも寄せられた寄付を活用し、
全国各地の医療施設に医療機器や検診
車などを整備しています。今回整備し
たシステムを使って手術を受けた場合
は術後の脱臼リスクが減少する効果が
期待されます。設置以降、10月20日
までに11人の手術に使われ、リハビリ
テ－ション期間の短縮などが確認されて
います。

　いのちを救う技術の練習成果を競い合う
救急法競技会が10月、千葉県と埼玉県で
相次いで開かれました。
　21日の千葉県での競技会には、地域奉
仕団や特別奉仕団、青少年赤十字（JRC）
メンバーら1500人が参加。安全奉仕団の
荒木英彦委員長は「参加者一人ひとりが、
勇気を持っていのちを救うことの大切さを
地域や学校で伝えて欲しい」と訴えました。
　埼玉県は31日、草加市内の会場で実施。
約400人が参加し、AED（自動体外式除細
動器）を使った心肺蘇生と三角巾の２種目で
正確さと速さを競い合いました。

担架搬送は傷病者役含め５人１組で実施。
チームワークも大切です（千葉）

「救急法を競いながら行うのが初めてで
緊張した」との感想も（埼玉）

「いのち救う技術を広げよう」　２県で救急法競技会

千葉県 / 埼玉県

　姫路赤十字看護専門学校は
10月８日、災害看護教育課程の
一環として経験型学習「トレー
ニングセンター」を宍粟市生涯
学習センターで開催しました。
　トレーニングセンターは、学
生の自主性や指導性、看護知識、
看護行為などの技能に加え、経
験を積むことを重視するもので、毎年実施。団体行動を通じた仲間との相互理解
や災害救護活動への理解、災害時の基本的救護技術、行動力などを養います。
　今年は基礎行動訓練のほか、救護所テント設営や応急処置、救護資機材の取り
扱い方などを学習。震度６の直下型地震で多数の負傷者が出ていると想定した模
擬訓練も行われました。

災害に二度と同じ現場はありません。「いざとなると
思うように動けず悔しい」と話す学生も

災害現場での取るべき行動を看護学生が体験学習

兵庫県

　11月15日に初めて開催された「金沢マ
ラソン2015」で石川県支部は赤十字ボラン
ティア70人を「AED隊」としてコース各所
に配置し、大会参加者の安全を見守りました。
　AED隊の派遣にあたり同支部では「赤十
字Save Lifeプロジェクト」を10月中旬にス
タート。奉仕団員や青少年赤十字（JRC）メンバーらを対象にしたAED（自動体
外式除細動器）の使い方などの研修を３回にわたり実施し、万全を期しました。

「赤十字Save Lifeプロジェクト」には
延べ170人余りが参加

初開催の金沢マラソン　赤十字ボランティアのAED隊出動

石川県

　吉野川市立川田小学校で10月９日、「赤
十字防災ひろば」を開催。４〜６年生の児童
37人が参加し、炊き出しや応急手当、毛布
を使った担架の作り方などを体験しました。
　防災ひろばは、災害時の備えを児童が学ぶ
ことを目的に本年度からスタートし、今回が
１回目。参加児童からは「もしものときの備えを学べたので、焦らずに行動でき
ると思う」と力強い声が聞かれました。

みんなで力を合わせて、毛布を使った
担架でけが人を搬送

小学校で「赤十字防災ひろば」を初開催

徳島県

　静岡県支部は、県内の大型総合スーパーアピタ各店舗
で包装食袋を使った炊き出しの実演＆試食イベントを実施
しています。その際、袋の入手方法について問い合わせ
が多いことから、同各店舗で包装食袋の販売を開始。初
回製作分は１カ月で売り切れ、現在は予約販売に切り替え
ています。10月25日にアピタ浜北店で実施したイベント
でも包装食袋の炊き出しは大好評。「アウトドアでも使え
そう！」との感想も聞かれました。

包装食袋の使い方とレシ
ピを同封して販売

災害に備えスーパーで包装食袋販売　炊き出しイベントも

静岡県

整備されたＣＴベースドヒップナビゲー
ションシステム
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　各国赤十字・赤新月社の組織強化を協議する
場として「アジア・大洋州OCACラーニングフォー
ラム」が11月2日から4日、東京・港区の日本
赤十字社本社で開催され、16の赤十字・赤新月
社から社長、事務総長などの幹部29人が参加。
情報交換やディスカッションを通じて、課題の共
有化などを図りました。
　赤十字の使命として、より多くの人に支援を届
けるため、各社の組織強化を図ることは国際赤
十字全体の課題になっています。そのツールと
して国際赤十字が推進するのが「組織評価制度

（OCAC）」です。組織の弱点を洗い出し、強化
するべき部分を明らかにしていくもので、日赤を
含む世界80以上の赤十字・赤新月社が導入。今
回のフォーラムは、OCACに基づく自己評価の結
果を活用した組織強化の実践を学び合って行くた
めに開かれました。
　会議では「地域に根づく活動へ支部活動を見

直し」（フィジー）、「政府の補助機関として赤十
字に求められる役割を再考」（モンゴル）などの
取り組みを各社が報告。その中で多くの社が、
人びとにもっとも近い立場にある支部の活動・組
織の強化、安定して支援を実施していくための財
政基盤の強化などの課題を抱えていることが明ら
かになりました。

血液製剤の製造方法を手順化
　東南アジアの一国、ラオスは日本の本州
とほぼ同じ広さの国です。タイとの国境沿
いに流れるメコン川や多くの山など、豊か
な自然に恵まれた国土をもちます。
　日赤はラオス赤からの要請に応えて、
1995年に血液事業支援を開始しました。
当時のラオスでは、輸血を必要とする患者
は謝礼を渡すなどして供血者から血液を確
保していました。しかし、日赤が数年間に
わたって職員を現地へ派遣し、技術協力や
資機材の提供を行った結果、2003年に
は首都ビエンチャンでは輸血用血液製剤を
100％無償献血により賄うことができるよ
うになりました。2012年からは６カ年計
画で血液事業における品質保証機能と運営
管理機能の強化に焦点を当てた支援を開始
し、採血から血液製剤製造までの工程を標

準化した手順書をラオス赤とともに作成しま
した。
  2015年からは、この手順書に沿った運
用を開始し、それに伴う教育訓練も実施し
ています。11月には日赤から技術職員を
派遣し、地方の血液センターでの手順書の
運用状況の調査及びアドバイスを行いまし
た。

安全な血液製剤を患者に届けたい
　医師の資格をもつワンビルンさんは、ラ
オス赤中央血液センターの品質管理部門の
職員で、地方の血液センターを指導する立
場です。今回、ラオス南部サバナケット県
にある血液センターを日赤の職員とともに
視察。「日赤には以前、資機材の提供や技
術協力をしてもらいました。日赤とともに私
たちが作り上げた手順書に沿って業務を行
うことで、さらに安全な血液製剤を多くの

患者に届けられると思います」
と話します。視察後、ワンビ
ルンさんは「手順書を守る重
要性への理解を深める必要が
あります。私たちの仕事は輸
血を必要とする患者のいのち
に大きく関係しているという
意識をさらに強く持ってほし
い」とサバナケットの血液セ
ンターに要望しました。
　ラオスでは、輸血に必要な
血液製剤は患者の家族や病
院職員が血液センターまで取
りにきます。交通事故のため
緊急手術が必要となったある患者の家族は

「安全な血液を提供してもらえるのはあり
がたい。輸血をして孫のけがが治ってくれ
れば本当にうれしい」と語りました。
　今回の支援事業は2017年３月で終了予

定ですが、それまでにラオス赤が自らの力
で品質の保証された安全な血液製剤を確実
に供給できるよう、現地の実情に合わせた
支援を継続していきます。

　「安全な血液を確保したい」というラオス赤十字社（以下、ラオス赤）の声に応え、2012 年から始まった日本
赤十字社の支援。日赤は血液製剤の製造方法の手順化などで協力し、ラオスでの血液の品質向上に寄与しています。

ラオス赤十字社の血液事業を日赤が支援
血液製剤の品質向上と運営能力強化へ６カ年計画

日赤職員と手順書を参照しながら作業を進めるラオス赤職員（右から
２番目がワンビルンさん）

「アジア・大洋州OCACラーニングフォーラム」 
各国赤十字の組織強化へ  各社のトップが集結 『戦争と国際人道法

  ～その歴史と赤十字の歩み』 
  赤十字が誕生して150余年。赤十字と国際人道法は時代ごとに求め
られる課題に合わせて強化され、根絶不可能とされる戦争の中で、人
道の実践という役割を果たしてきまし
た。その歴史を「社会主義者と間違え
られたデュナン」「赤十字に批判的だっ
たガンジー」「消滅寸前だったジュネー
ブ条約」など、知られざるエピソードを
交えながら分かりやすく解説したのが本
書です。
  著者は日本赤十字国際人道研究セン
ターのセンター長を務める日本赤十字
看護大学の井上忠男教授。「テロとの
戦い」や「サイバー戦争」など新たな
戦争の脅威に赤十字と国際人道法がど
う立ち向かうべきかを考える上でも必読
の一冊です。

東信堂、2400円（税別）
お問い合わせは、全国書店または
t-inoue@redcross.ac.jpまで

読
書

フォーラムでのワーキング・セッションの様子

被爆 年

― 核 兵 器 の な い 世 界 へ ―

　国際赤十字は2011年、世界の赤十字社が集う国際会議で、核兵器廃絶を世界に呼びかける決議を採択しました。その理由は「もし核
兵器が使用された場合、その犠牲者を誰も救うことはできない」という人道的観点によるものです。広島、長崎への原爆投下から70年。核
兵器はどう人間のいのちと尊厳を脅かし、人びとはそれにどう立ち向かったのか。赤十字の歴史の中から紐解いていきます。

原爆に立ち向かった医師　都築正男

　「皆を知事室に集め、『それでは』と言いか
けたところに、佐世保市長の小浦君が来て、
室に入れたら、『広島はエライことになりまし
たね』という。『今、ちょうど、そのための会
議を始めようとしたところだ』と言った途端に、
電灯が消えた。壕の外に出て見た。遥か向こ
うの浦上方面一面が、真黒な煙に包まれ、赤
い火の手はまだ見えなかったが、濛々として
大火事となっており、ずっと高いところまで雲
のような煙が立ちこめていたのである」（『長
崎県警察史　下巻』）
　これは1945（昭和20）年8月9日、長崎へ
の原爆投下時、県知事で日赤長崎県支部の支

部長でもあった永野若松氏の証言です。
　爆心地から約2.7㎞離れていた県の防空本
部（立山防空壕）にいたため原爆の直接的な
被害を免れた永野氏は、徐々に明らかになる
原爆被害の惨状の報告を受け、九州各県に救
護班の派遣を要請するなど、不眠不休で救護
活動を展開しました。広島とは対照的に、長
崎では行政の指揮命令系統が機能を続けたこ
とが不幸中の幸いでした。しかし、従前から救
援の拠点とされていた旧長崎医科大学付属病
院は、屋上に赤十字マークを掲げていたにも
関わらず、鉄筋コンクリートの外郭を残して壊
滅。内部は全焼し、学長をはじめ職員・学生

892人と患者約200人が死亡しました。

国際赤十字にジュネーブ条約違反の
調査を依頼

　ジュネーブ条約（赤十字条約）の最も基本
的な原則は、「戦闘に無関係な人は攻撃から
区別し、傷ついた人は救護する」こと。原爆
の死傷者の大半が市民であったことを目にし
た永野氏は、東京の日赤本社宛に次のような
電報の案文を作成しています。
　「八月九日長崎市空爆に付使用せる原子爆
弾は其の被害甚大にして被害者の大部分は非
戦闘員なり（中略）至急国際赤十字に対し現
地調査方御配慮を乞う」（泰山弘道『完全版
長崎原爆の記録』東京図書出版会）
　この電報は救援の要請ではなく、ジュネー
ブ条約の違反行為の調査を求めるものでした。
結果としてこの電報は日赤本社に送信されま
せんでしたが、1963年にはいわゆる原爆訴
訟東京地裁判決が「原爆投下は国際法に違反

する」ことを、1996年には国連の国際司法
裁判所が「核兵器の使用は国際人道法の基本
原則に反する」ことを明らかにしています※。
被爆直後の長崎で救援活動の司令塔となった
永野氏による電報は、核兵器の非人道性のみ
ならず、その国際法上の違法性を最も早く社
会に訴えようとした貴重なメッセージといえま
す。

※国際司法裁判所は、国家存亡の危機下での核兵器の使用が
違法か合法かの判断は差し控えている。

　「爆心から二キロの地点には、まったく何も
なかった。…我々は車を降りて、死の街の残
骸の中をゆっくりと歩いた。（中略）都築教授
は、血だらけの人々の前で身をかがめた。彼
は意識の朦朧とした夫人を示したが、顔は熱
波に打たれて焼けただれていた。『血液感染
だ…白血球がほとんど消滅している…ガン
マー線だ…防ぎようもない…今晩か明日死ぬ
だろう…原爆めが！』」（外国人医師として初
めて被爆地広島入りした赤十字国際委員会駐
日代表マルセル・ジュノーの手記『ドクター・
ジュノーの戦い』（勁草書房）より）
　ここに登場する日本人医師は、東京大学名

誉教授で日本赤十字中央病院（現日赤医療セ
ンター）院長も務めた都築正男氏。原爆症研
究の第一人者として世界的に知られています。
都築氏は初めて広島の被爆者に接した時のこ
とを次のように記しています。
　「広島でやられたという患者が一人、診察を
受けに来た。…背中に少しかすり傷があった
程度で、別にどこといって変わったところがな
かった。ただ非常に疲労していて、どうにもな
らないほど衰弱している。…いろいろ検査して
みたのだがその結果、白血球の数が一立方ミ
リメートルの中に四百しかないという報告を受
けて、私は驚いたのである。…これは大変な

ことになったと気がつき、本腰を入れてこの研
究に取り組むことになったのである」（市川宏
三「一世紀をめぐる栄光と悲劇　姫路名誉市
民都築正男のこと」姫路文学人会議『文芸日
女道』328号より）
　人類史上初めて原子爆弾が使用され、その
治療法を知るすべもなかった当時、都築氏は
ここに世界ではじめて原子爆弾症（原爆症）
を認定しました。都築氏は機会あるごとに原
爆症の事実を明るみにすることにも努めました
が、当時、原爆関係の事実は連合軍の機密事
項とされ、都築氏の研究発表もその圧力を免
れることはできませんでした。これに関する連
合軍当局とのやりとりの中で、都築氏は次の
ような言葉を残しています。
　「広島と長崎では、私がここで発言している
瞬間においても、多数の被爆者がつぎつぎに
死亡しているのだ。原爆症は、まだ解明され
ていない新しい疾患で、その本質を究明しな

いことには、治療を施す方法がない。たとえ
進駐軍の命令だろうとも、医学上の問題につ
いて、研究発表を禁止することは、人道上、
許されることではない」（広島市編『広島新史』
より）
　都築氏は1954年に第五福竜丸が被災した
際にも医師として船員の治療活動に従事。ス
イス・ジュネーブの赤十字国際会議では被爆
者の実態を世界に報告しました。原爆症の治
療は「どうし
ても、悩む人々
の心の内にと
けこんで、調
べなければな
らない事柄で
あると思う」
と都築氏は言
葉を残してい
ます。

　「応急処置で最初に一番困ったのは医療救
護であった。長崎医大を中心にして、予てよ
り整然たる救護組織が編成されており、有事
に必要な薬剤なども十二分に用意されて、大
学の鉄筋の倉庫に収められてあったのである
が、肝心の医大自身が一瞬で壊滅してしまっ
たのである」（永野若松長崎県知事兼日赤長
崎県支部長＝当時『長崎県警察史　下巻』）
  灰燼に帰した長崎市内の医療機能を一刻も

早く復旧させるべく、永野氏はすぐに県内はじ
め九州各県に救護班の派遣を要請。中には依
頼を待たずに救護班を出動させた県もあり、
数多くの医師・看護師が長崎入りして不眠不
休の救護活動にあたりました。
　長崎市内へのアクセスに大きな役割を果た
したのが国鉄（当時）の救援列車です。原爆
投下の３時間後には、火災が鎮まらない爆心
地近くまで接近し、沿線の後方病院への負傷

者搬送を開始しました。その日のうちに４本が
運行され、約3500人を大村湾沿いの諫早、
大村、川棚、南風崎、早岐などの医療施設に
搬送したとされています。

立ちすくむ間もない救護活動

　原爆投下翌日、近隣県からの救護班がさら
に増えていきました。その中の一つ、佐賀陸
軍病院から派遣された日赤第713救護班は９
日深夜に佐賀駅を出発し10日には長崎市内
の道ノ尾駅前等で救護活動を開始しました。
　「道ノ尾駅の前の広場の臨時救護所には、
真夏の暑い最中に、藁を敷いてその上に大勢
の罹災者が寝ている上には、荒むしろが被せ
てある。それを見て、その悲惨さに、その場
に立ちすくんで体がふるえてくる。気をとり直
し着換える暇もなく次から次へと懸命に救急
処置を行う」（『真白に細き手をのべて　日赤

佐賀支部派遣救護看護婦従軍記録』）
　長崎市内から搬送されて来た被爆者たちの
悲惨な姿を目の当たりにした救護看護婦たち
は、看護衣に着替える時間も惜しんで、濃紺
色の制服姿のままで直ちに救護を始めました。
第713救護班は15日の終戦の夜の汽車で佐
賀へ帰りましたが、「後髪を引かれる思い」だっ
たと記しています。

かい じん

かね

救援の司令塔からのメッセージ ～1945年8月9日、長崎～

廃棄処分寸前のところ新聞の投書がきっかけで保
存の声が高まり、今は東京都の施設として「夢の島
公園」（江東区）内で一般に公開展示されている　

ⓒ第五福竜丸展示館




